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　COD（シーオーディー）というのは川の水にふ

くまれる有機物の量を表すものです。有機物は

川に住む微生物の栄養分となりますが、多すぎ

ると水をよごす原因となります。CODの値が大

きいほど川の水は汚れています。�

水質測定器具でCODを測ってみよう�

●平成１７年６月～１０月に、府内の小中高生等約

１,０００名が参加して、府内６８地点で水の中の生き

ものの種類や数から、水のきれいさを調べたところ、

全調査地点の約６０％で「きれいな水」（水質階級Ⅰ）

と判定されました。�

　この調査は平成１８年度も実施する予定です。�

（京都府環境管理室TEL075-414-4711)
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川の中にはさまざまな生きものがすんで

いますが、特に川底
か わ ぞ こ

にすんでいる生きもの

は、過去
か こ

から今までの長い時間、水質
す い し つ

の状
じょう

況
きょう

を反映
は ん え い

したものです。ですから、どのよ

うな生きものがすんでいるかを調べること

によって、その場所の水質の程
て い

度
ど

を知るこ

とができます。「きれいな水」「少しきた

ない水」「きたない水」「大変きたない水」

にすむ生きものには右のようなものがあり

ます。

ホームページアドレス
http://www.pref/kyoto.jp/kankyo
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 ②野鳥ウォッチングをしてみよう 

オナガガモ ♂   　写真提供：（財）日本野鳥の会京都支部�

　遠くから観察することが多いので、倍率６～８倍

の双眼鏡を用意しましょう。観察するときは、まず

肉眼でたしかめてから双眼鏡で見ることが大切です。�

①「いつ」「どこで」観察したかを記録しよう。�

②鳥の種類は羽の色や体の形などスケッチして後で

　図鑑で調べよう。�

③エサやエサの取り方などの行動も観察しましょう。�

④わたってきた時期、去っていった時期なども記録

　しよう。�

（財）日本野鳥の会京都支部ホームページ 
http://www.mmjp.or.jp/WBSJ-Kyoto/�
バードウォッチングの方法、京都の探鳥地、野鳥ギャ
ラリーなどが見られます。�

野鳥を観察してみよう�
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京都で見られる鳥たちには、四季を通じてすんで

いる「留鳥
りゅうちょう

」、春に南方からわたってきて夏にかけ

て（５～６月）府内ではんしょくする「夏鳥
な つ ど り

」、冬

をすごすためにわたってくる「冬鳥
ふ ゆ ど り

」などがありま

す。また、京都を通りこして北や南へ行く途
と

中
ちゅう

で立
た

ち寄
よ

る「旅鳥
た び ど り

」もいます。

このうち冬鳥は、『京都の野
や

鳥
ちょう

図
ず

鑑
か ん

』（京都新聞社

刊
か ん

）によれば８３種で、ほかの種類より一番多く観

察されています。冬鳥は毎年９月から１０月ごろに

シベリア方面からわたってきて冬を越します。そし　　

て４～５月ごろには帰って行き、そこでたまごを産

み、ひなを育てます。

水鳥たちの楽園
ら く え ん

はどんなところ？
京都府南部の桂川

かつらがわ

・久我
こ が

橋
ば し

（京都市南区）あたりは水鳥たちの楽園です。川の流れはゆる

やかで、中
な か

州
す

もあり、ヨシ原が広がっていて、水鳥たちが集まるのにとてもよい所なのです。

このあたりで観察されるガンカモ科の冬鳥は、淡水
た ん す い

にすむカモ類のヒドリガモ・オナガガモ・

コガモ・マガモ・ハシビロガモなどです。１回の観察会で、２０００羽近く見られたこともあっ

たそうです。

水鳥たちはどこからやってきて、どこへいくのでしょう。水鳥たちを観察してみたら、き

っといろんな発見があるにちがいありません。そしてヨシ原をはじめ、鳥たちに食べものと

すみかを与えてくれる豊かな自然のことを考えてみてください。




